
















































いになろう 」 としt¼ この目標は，学習や生活，友達
とのかかわりの様々な場面で子どもたちに意識させ取
り組んでいる。そして，本学級では 「名探偵の条件」
を，「気づく」 「調べる」「考える」「伝える」とした。
例えば，教室にごみが落ちている場合気づいて拾う
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人，気づいているけれど拾わない人，気づきもしない
人など，子どもたちはいくつかの行動を日々行ってい
る。気づくことができ，ごみを拾う子は「そうじ」名
探偵としてクラスで称え，みんなにめざしてほしい行
動としている。そんな一人一人の行動が学級の風土を
つくつていくと考えている。多くの場面で「名探偵」
になることを目標とし， 1年間を大切に過ごしてほし
いと願っている。また，国語科における「名探偵」と
は，テキストの一文字一文字や挿絵の細かな表現に着
目すること，友達の考えの小さな変化に気づくこと，
今までの学習と似ているところに気づくことなどがあ
る。また，気づいたことをもとに自分の考えをもち，
様々な方法で表現させていく。一人一人の考えには背
景となる生活経験があり，誰一人としてまったく同じ
考えはない。様々な作品を通して，自分と友達自分
と教材との距離を縮め，主体的に学習とかかわる子を
育てていきたい。日々の生活と，学習とをつなぎ，行
動の目標となるキーワードが本学級における「名探偵」
となっている。
2 「おむすびころりん／スイミー」の実践
「音読」の名探偵になろう ！
～小さな手がかりも大切に～
本学級の子どもたちは， 6月の段階で国語に意欲的
な子どもが多かった。学級の8割~9割の子どもたち
が「国語」に対して好感をもっていに中でも「音読
が好き」と答えた子どもが一番多い結果になった。ま
た，国語の学習でできるようになりたいことの多くに
も「音読」があげられている。このことからも，子ど
もたちは日々の学習における音読を好意的に受け止め
ていた。しかし， 1年生の5番の男子と 2年生3番の
男子は，国語の学習を好意的には受け止めてはいなか
った。特に1年生の子どもは，まだまだひらがなも定
着せず， 音読でも一文字一文字をゆっくりと読み， 言
葉としてのまとまりで読むことができなかった。
図3 国語の学習に関するアンケー ト
2. 1. 自分たちの工夫を伝えよう
この単元では，異学年の交流を学習のゴールに設定
しt~ それは， 自分たちの音読を発表する相手として
である。学習を進める上で，何のための学習なのか，
誰のための学習なのかを考えさせることで，子どもた
ちの学習には奥行きが生まれると考えている。そのた
めに，まずは一番身近な相手に発表をするということ
で目的と相手を意識させた。
1年生は「はなのみち」で， 4つの場面を，登場人
物の会話文をどう読むのかを考えながら授業を行った。
その中で，句読点の読み方や声の大きさなども学習し
た。実際の授業では，ある子どもの「みんなばらばら
で読みにくい」という言葉がきっかけとなり，一人一
人が自分の読む場所を決めて順番に読ん芯 1年生の
子どもたちが友達の言葉をきっかけとして音読の表現
を考えた場面だったので，子どもたちの作っていく様
子を大切にしたっしかし，結果として子どもたちは一
人一人が思う読み方をし，声の大きさや読む速さも統
ー感がなかった。「おむすび ころりん」は，七五調の
文章構成になり，リズムよく音読をすることができる。
手拍子などを入れることで，よりリズムを感じること
ができる。「はなのみち」では，できなかった8人の声
の重なりを楽しむ音読にふさわしい教材であると考え
た。音読を何度も繰り返すことによって， リズム感が
ある文章を読む心地よさ，楽しさを感じさせたかった。
また， リズム感があることで，みんなで声を合わせや
すくなっていることに気づかせたいと考え↑こ耳で聞
いた音として音読をとらえ，何度も繰り返すことによ
って， リズムや音の響きを感じ音読を楽しむ態度を育
てたいと考えた。
2年生は「ふきのとう」で，多くの登場人物の心情
を会話文から読み取り，それぞれが登場人物になりき
って音読を行った。登場人物には個性があり，心情も
様々だった。しかし，それぞれの心「青は大きく変化を
しないので想像を膨らませることは2年生の子どもに
とってもそれほど難しいことではなかった）「スイミー 」
は， 一匹の主人公の行動によって場面が展開されてい
く。スイミーの気持ちは，場面によって大きく変化す
る。スイミーの行動に着目すれば，気持ちの変化をと
らえることも難しくはない。また，小さい（弱い）生
き物と，大きい（強い）生き物との関係。さらに， 一
人ぼっちになってしまう経験，元気を取り戻す経験，
協力して成功させる経験など， 2年生の子どもたちに
とっても想像できる，登場人物に寄り添える教材にな
っている。子どもたちが，心「青の変化を音読で表現す
るのにふさわしい教材であった。
2. 2. 「相手」としての異学年交流
複式学級の子どもたちにとって，身近なもう一つの
学年は一番身近な「相手」となりやすい。子どもたち
は，どんな子がいるのかを想像することができる。
この単元では，発表「相手」としての異学年交流を
することで，子どもたちの音読はより良いものになっ
た。1年生は，聞いてもらう相手がいることで，声の
大きさ，読む速さだけではなく，自分たちの声のまと
まりを意識することができた。前単元の「はなのみち」
ではできなかったことが，自分たちで重要であると感
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じ，声を揃え，手拍子を入れながら練習を重ねること
ができた。 2年生は，自分たちが工夫したところがス
イミーを知らない1年生に伝わるためにはどうすれば
いいのかを考えながら音読の工夫を話し合うことがで
きた。落ち込んでいるスイミーの声は小さくしたり暗
くしたり，決断するスイミーの声は大きく力強くなど，
場面に応じた音読を心がけていた。
しかし，この単元での異学年の交流はこちらが設定
した通りにゴールの場面での交流のみとなった。読み
取りの部分での子どもたちの交流はほとんど見ること
がなかった。教師として，子どもたちに交流の必要性
を感じるような取り組みをすることができなかった。
3 「くじらぐも／お手紙」の実践
「会話文」の名探偵になろう
～物語の中にいる自分と出会う～
本学級では，新しい物語や説明文の学習は教師から
の音読で始めている。まずは，教師の範読を聞くこと
で正しい語句の読み方を知ってほしい。さらに，ゆっ
くり と時間をかけて読むことで物語文の世界に想像を
広げることや，説明文の内容を知ってもらえればと考
えている。
しかし，本単元では1年生「くじらぐも」の音読を
2年生の子どもたちに任せることにした。2年生は，
咋年度の秋祭りで学年発表として「くじらぐも」の音
読劇をしていた。も う一つの理由として，私が1年生
にくじらぐもの学習を始めると言ったときの2年生の
反応がとても印象的だった。羨ましそうな，楽しかっ
たことを伝えたいような表「青をしている子ばかりだっ
た。 1年生にとっても教師からの範読より も自分たち
に近い存在の2年生から音読は，これからの自分たち
の目標となるのではと考えた。
ここヨ
図4 2年生からの読み聞かせを聞く 1年生
3. 1. 導入での交流を元に課題を見つける
2年生からの音読について 1年生で感想を交流した
中に，自分たちの学習につながるものがあった。
1年1番男子
たいそうをしながら読んだり，くじらぐもは上
にいるから上をむいて読みたい。
1年2番女子
みんなでやくになって，じゅんばんでやってたか
らいいなとおもいます。
1年7番男子
ぼくならもうすこしつなげてよみます。そのほか
はじょうずです。そして，たのしそうでした。
1年生は「おむすび ころりん」で，七五調の文章
構成になり， リズムよく音読をすることができる教材
であった。実際の子どもたちも手拍子などを入れるこ
とでより，リ ズムを感じることができに「はなのみち」
でできなかった8人の声の重なりを楽しむことができ
た。しかし， リズムよく手拍子をすることが学習の中
心となり場面の様子や登場人物の気持ちを考えるには
至らなかった。この単元では，会話文を中心として，
音読が動作化に与える影響や，動作化から生まれる音
読の気づきを大切に進めた。
【教材の特性】
＊同じ言葉を使った会話文が繰り返される。しかし，同じ
言葉を使いながらも場面によって少しずつ読みは変化し
ている。同じ人物による同じ言葉の繰り返しを ［変化・成
長】，違う人物による同じ言菓の繰り返しを 【関係性】と
する。
【変化 ・成長】
子どもたちの「天まで とどけ， ー，二，三。」
くじらぐもの「もっと たかく。もっと たかく。」
・くじらぐもに向かって，一生懸命に手を伸ばそうとする
子どもたちの気持ちの変化・高まりを表現するためには，
子どもたちのジャンプの高さの変化を読み取る必要があ
る。実際に，子どもたちと動作化をすることで音読表現の
変化を考えていく。
【関係性】
子どもたちの「さようなら。」
くじらぐもの「さようなら。」 （くじら）
• 最後の場面で， 子どもたちとくじらぐもの別れの音読を
考えるにも，動作化を関連させたい。これまでの関係性を
もとに，どれぐらい手を振っているのか。または，どれ＜
らいの高まりで「さようなら。」と言っているのかを考え
ることができる。
2年生は 「スイミー」で， 主人公の心「青の変化を読
み取り ，自分たちのめざす音読表現を考えた。実際の
学習では， 8人を2つのグループに分け音読発表を行
った。それぞれのグループはスイミーの立場に立って
新たな会話文を考えた。そうすることで，子どもたち
はスイミーの世界に入り音読を楽しむことができた。
この単元では，主な中心人物が二人登場する。「スイミ
ー」のような一人の主人公ではない。物語の展開も二
人の会話で進んでいくことが多い。その際，会話文を
中心とした読み取りから中心人物の気持ちを考えるこ
とが重要となる。また，この教材では，会話文が連続
しているところと，会話文と会話文の間に地の文が入
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るところがある。この，会話文が連続しているところ
に登場人物の大きな気持ちの変化（喜び，怒り，驚き
など）があらわれていると考えている。子どもたちが
音読する際に，この連続している部分をどのように読
むのかを考えさせたい。
【教材の特性】
＊会話文の掛け合いで物語が進んでいく。そして，会話文
が連続するものと，会話文が非連続な箇所があり，連続す
るところに登場人物の大きな心情が現れていると考えて
Vヽる。
【会話文の連続と非連続】
②かえるくんがやって来て，言いましt½
「どうしたんだいがまがえるくん。きみ，かなしそうだ
ね。」
「うん，そうなん芯」
がまくんが言いましt½
「今一日のうちのかなしい時なん芯つまり，お手紙
をまつ時間なんtC:,そうなると，いつも ぼく，とても
ふしあわせな気もちに なるんだよ。」
「そりや， どういうわけ。」
かえるくんがたずねました。
「だって，ぼく，お手紙 もらったこと ないんだもの。」
がまくんが言いましt½
「いちどもかい。」
かえるくんがたずねましt½
「ああ。いちども。」
がまくんが言いましt½
• 本教材の特徴に， 二人の登場人物の会話の掛け合いがあ
る。しかし，掛け合いには二つのパターンが見られる。会
話文の間にどちらが話しているのかわかる地の文章が入
る場合と，どちらが話しているのか紹介も無く会話文が入
る場合である。ここでは，地の文章が入らずに会話文が続
く場合を 【会話文の連続】，地の文章が入る場合を 【会話
文の非連続】とする。本教材中に，会話文の連続は8箇所
あり，そこにこそ登場人物の心「青が大きく変化するところ
があるのではと考えている。これは，作者または翻訳者が
意図的に作り出しているものであると考え，子ども達に気
づかせたいポイントである。そして，その連続した会話文
の読みを特に工夫することで子どもたちの音読表現と，物
爵承乃珪賄年は深まっていくと考えている。
3. 2. 授業記録から
【1年生】
「くじらぐも」最初の場面。子どもたちと先生が体
操をしているところにどのように動きを入れるといい
のか話し合っている場面。
みのり ：「一，二，三四。」のところで本当に体
操したらいいと思う。
りょうた：同じです。
ちか：私も。
りか ：ちょっとまって，体操しながらやったら声が
小さくなってしまうと思うんやけど。
教師 ：りかちゃん，それってどういうこと？
りか：体操ってみんな体育の前にするやん。体ま
げたりしてたらあんまり声が出やんとおも
うんよ。
ちか ：でもいつもみんなも「一，二，三，四。」つ
ていうやん。
りか：でもこれは音読やし・・・ 。
教師：みんなどう思う？
（子ども：意見がわかれている様子）
教師：じゃあ， 2年生も 1年生のときに音読発表し
てるから，どうやったのか聞いてみよう。(2年
生の）みんな。ちょっといいかな。(1年生との
話を伝える）
2年まさとし：あー。やったけど，どうやったけ。
2年なな ：体操しながら，言ったんやないつけ。な
んか，そのほうが本物みたいに言えたか
ら。
教師：じやあ 1年生のみんなも一度体操しなが
ら読んでごらん。
このあと， 1年生の子どもたちは2年生から教えて
もらったように体操しながら音読をした。すると，そ
れまでは単調なものだった読みが，本当に体操してい
るときのような独特なリズムをもったものに変化した。
子どもたちは，動きを入れたことにより，自分たちの
音読がより良いものになったことが実感できたようで，
同じところを嬉しそうに何度も練習していた。
4 成果と課題
複式学級における学習での異学年交流は， 自然に子
どもたちから生まれるものではない。教師からの働き
かけによって生まれると考えている。また，その異学
年交流が，学習を深めるために重要であったのか，教
師の働きかけが適切なものであったのかは今後の課題
となる。また，本実践にある異学年交流は1年生のた
めの意味合いが強くなってしまった。確かに2年生は
発表相手を1年生にしたことで，ゆっくりと読む，登
場人物野違いが分かるようにするなどの分かりやすい
読み方を心がけていたのだが， 2年生における深まり
がある学習になったとは言いがたい。
ただ，複式学級において異学年交流が少ないことは，
1年生のころから積み上げてきた自分たちで学習を進
めていく文化によるものもあり，一概には否定をする
ことができない。しかし，複式学級だからこそできる
という学習のかたちが異学年の交流にはある。そんな
学習を，子どもたちと楽しみながら模索していきたい。
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